















序 ) 当研 究篭 では これ まで高分子 に 77Kで､ 放 射樽 を脈 射 した時 に観潮 され る等温発光 (IT
I,)強 度は､~照 射終 了時か らの経追時 間 tに対 して､
i (i)=Ⅰ●/ (1+a.･t)i+Pexp(- Q ･t) と右辺 第 1項 の トンネ リング再統 合 と第
2項 の蝕汚 性脱 トラ ップ に よる再結 合 の発 光 の 和で 表 わせ､ この減衰 式 を逆 ラプ ラス変換 す る･Sに
よ り照 射終 了時 での イオ ン対 の距離 分 布 を推定 で きる丸 またこれ ら.の 発光機 構 につ いては電 子の
枯 イオ ンへの トンネ リング再 結 合 に よ る発 光 で あ り､ 電 子捕捉 剤を添 加 す ると､ 溶媒 分 子間 との電
子エ ネルギ ー移動､ 正 電荷 移動が お きて いる事を示 した｡ 今 岡 は多成 分系 での放 射擦照射 にJ:るイ
オ ン対の距離 分布､ 充 光中心 の移劫 過 程 につ いて調べ てみ た｡
支弁 ) 溶媒 ポ IJエ チ レンア ジベ ー ト (P EA )に電子捕捉 剤 ピ レン (P,)を 0.5AOl‡一定 と し
ビフェニル (¢2)濃度 を 0,0.5.5,20101‡と変化 させ て添加 したガ ラ ス状試料 の ITi., 吸収
スペ ク トル､ ESRスペ ク トル浦定 を rlな った｡
結 果 と考案 ) 図 .1 に混 合糸の発 光 スペ ク トル
を示 す.充 光中心が すべ て P,(蛍光 )に移 り02
濃度 と,itに発 光農が 増 えて いる事が 観 測 され た｡
図 .2に P;1tol‡､ ¢210tol‡添 加 した際の吸
収 スペ ク トル を示 す｡ ¢2濃度が 10倍 で あ るに
もかか わ らず､ P,カチ オ ンとアニ オ ンに相 当す








Rスペ ク トル にお いて も同様 な結果 とな っ た｡ こ
の 発 光中心の移動遵 程 と して､ ionizationpoten
tialが､ i°ey(P EA ) ,8.27eV(¢2),7
.55CV(P,)で あ る事か ら正電荷 移 動 に よる P,
カチ オ ンのFE成が､ ま た電 子親 和力が､ 1eV(P
E^ ).1.6ey(¢2),2.5eV(㍗,) 3.0
で あ る 事か らP,アニ オ ンの生 成が容 易
に起 こ ると思 われ る｡ つ ま り TTLは
PVアニ オ ンか ら Pvカチオ ンへ の電 子
トンネ リング再監 合 に よる菟 池で あ り
¢2濃度 が 増 えるに従 って発光強度が 増
すの は ¢2を経 由 した多段階 での反応が
起 きてい る と思 われ る｡ また ITL城 東
か ら求め られ たイオ ン対分 布 か らも同 様
な結論 を えた｡ 蹄 加 剤 を うま く使 う事 に
よ って放射線照射市 機軸 中 のエ ネルギ ー
の 散逸 につなが り放 射 線劣 化 を紡 ぐ 1つ
の 方法 とな る｡




= O soo 〇〇〇 700
Y▲ytltrLfIhtt●I
IF-之 jt台JSのtdスペクトル
